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2016 年 9 月 14 日午後にラオス人民共和国セコン（Secon）県タテン（Thateng）郡カンドー
ン村を訪問した。本稿はラオス・ベトナム国境の山岳地帯に居住する Katu 族（ベトナム語で
はコトゥ族＝Người Cơ Tu）の棺をもとに山岳少数民族の生活の変化を考えてみたい。 
Katu 族とはラオス・ベトナム国境地帯に住む少数山岳民族である。両国における近年の国
勢調査ではラオスに 28378 人（2015 年、ラオス全人口の 0.44％）、ベトナムに 61588 人（2009






1. Katu 族の社会 
 


































カンドーン村は人口 1228 人、155 世帯、面積は 122ha で住民の 95％が Katu 族だそうであ
る。ラオス国内の Katu 族の人口を 28382 人とする先の国勢調査の数字に従うとすると、ラオ
スの全 Katu 族の 4％ほどがこの村に暮らしていることになる。 
この村は 1996 年ころにベトナム国境付近の山岳地帯から、焼き畑農業を捨てて低地に移住
してきた。かつては年に 4 回の祭りがあったが現在では二回に減ってしまったということであ
る。現在の主な祭りは、村人全員で行う 5 月の水牛祭りと、家単位で行われる 11 月に収穫祭










































































－ 120 － 
前になると祖先がスピリチュアル・ハウスに集まってくると考えられている。 
3.  Co Tu族の墓 
 筆者はベトナムの葬送儀礼を研究するためにハノイ市にあるベトナム民族学博物館をたびた
び訪れている。ベトナム社会には全人口の 85％を占めるキン族のほかに、53 の少数民族がい
る。ラオスで Katu と言われていた人びとは、ベトナムでは Người Cơ Tu と呼ばれている。本
節では Co Tu と表記して話を進めたい。先に述べたようにベトナムには中部を中心に 61588

























－ 121 － 
は大略次の通りである。 
この墓はカンナム省ドンジアン県に住むある男性が義理の父のために 1996 年に作成したも
のにもとづいており、2005 年に完成された（1996 年に義理の息子から寄贈され、2005 年にこ
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